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【公表日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-011
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肥満症用器具を胃管腔内へ導入するための給送装置であり、
　近位端と遠位端とを有しているオーバーチューブと、
　第一の遠位端を有している内側部材と、
　第二の遠位端を有しており且つ前記内側部材の周りに摺動可能に設けられ、前記第二の
遠位端に押し込み機構を備えている、外側部材と、
　該外側部材の周りに配置され且つ複数の束からなる胃内袋と、を備えており、
　前記押し込み機構は、拡張形状と非拡張形状との間で動くことができ、前記拡張形状に
おいて前記肥満症用器具を胃管腔内へ一定長さだけ押し込むようになされている、給送装
置。
【請求項２】
　縫合ビーズに通して輪にされ且つ前記肥満用器具の遠位端に配置されている遠位のボタ
ンまで伸長し、且つ前記遠位のボタンに固定されている第一の縫合ストランドと、
　前記縫合ビーズに通して輪にされ且つ前記内側部材に沿って近位方向に伸長し、且つ前
記内側部材の近位端において第一の自由端及び第二の自由端で終端している第二の縫合ス
トランドと、を更に備えている、請求項１に記載の給送装置。
【請求項３】
　前記肥満症用器具が前記外側部材の周りに配置され、前記肥満症用器具は、複数の保持
部材によって複数の束に仕切られている、請求項１に記載の給送装置。
【請求項４】
　前記押し込み機構がバルーンを備えている、請求項１に記載の給送装置。
【請求項５】
　前記押し込み機構が、前記外側部材の第二の遠位端の近くに設けられた複数の区分から
なり、前記外側部材の第二の遠位端が、前記内側部材の第一の遠位端に結合されて固定さ
れている、請求項１に記載の給送装置。
【請求項６】
　前記第一の遠位端と第二の遠位端とが熱接着によって結合されて固定されている、請求
項５に記載の給送装置。
【請求項７】
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　複数の保持部材が、前記胃内袋の周りに周方向に配置されていて前記複数の束を形成し
ている、請求項１に記載の給送装置。
【請求項８】
　前記複数の保持部材がＯ－リング部材からなる、請求項７に記載の給送装置。
【請求項９】
　前記複数の区分の各々が、前記拡張形状において、前記複数の保持部材の各々の直径よ
りも長い横方向長さに広がる、請求項５に記載の給送装置。
【請求項１０】
　前記拡張形状における前記バルーンの直径が、複数の保持部材の各々の直径よりも大き
い、請求項４に記載の給送装置。
【請求項１１】
　前記外側部材が複数の標識を備えており、該複数の標識は、前記複数の束が胃管腔内へ
押し込まれる一定長さを目で見て判定する補助となり、前記複数の標識は更に、前記非拡
張形状で前記押し込み機構が後退せしめられている一定長さを目で見て判定する補助とな
るようになされている、請求項８に記載の給送装置。
【請求項１２】
　前記複数の束の各々の中へ空気を注入するためのトーイ・ボースト・アダプタに結合さ
れているエアーポンプを更に備えている、請求項８に記載の給送装置。
【請求項１３】
　胃内袋を人間以外の動物の胃管腔内へ導入する方法であり、
　（ａ）近位端と遠位端とを有しているオーバーチューブと、
　　　　第一の遠位端を有している内側部材と、
　　　　第二の遠位端を有しており且つ前記内側部材の周りに摺動可能に設けられ、前記
第二の遠位端に押し込み機構を備えている外側部材と、を備え、
　前記押し込み機構は、拡張形状と非拡張形状との間で動くことができ、前記拡張形状に
おいては、前記胃内袋を胃管腔内へ一定長さ押し込むのに十分な距離だけ広がるようにな
されてなる、給送装置を準備するステップと、
　（ｂ）束の周りに周方向に配置され且つ相対的に所定の距離だけ隔てられている複数の
保持部材によって、前記胃内袋を複数の束に仕切るステップと、
　（ｃ）前記胃内袋を前記外側部材の周りに装着するステップと、
　（ｄ）前記外側部材を近位方向へ引っ張って、前記複数の保持部材のうちの一番目の保
持部材を通過させ、前記押し込み機構が非拡張形状とされており且つ前記一番目の保持部
材の近位側に隣接している前記袋内に配置されるようにするステップと、
　（ｅ）前記押し込み機構を拡張させるステップと、
　（ｆ）前記外側部材を遠位方向に移動させて、前記一番目の保持部材を前記複数の保持
部材から押し出し且つ前記複数の束のうちの一番目の束を胃管腔内へ押し出すステップと
、
　を含む方法。
【請求項１４】
　（ｇ）前記押し込み機構を非拡張形状とするステップと、
　（ｈ）前記外側部材を近位方向へ引っ張って、前記複数の保持部材のうちの二番目の保
持部材を通過させ、前記押し込み機構が非拡張形状とされており且つ前記複数の保持部材
からの前記二番目の保持部材の近位側に隣接している前記袋内に配置されるようにするス
テップと、
　（ｉ）前記押し込み機構を拡張させるステップと、
　（ｊ）前記外側部材を遠位方向へ動かすステップと、
　（ｋ）前記二番目の保持部材を前記複数の保持部材から押し出して、前記複数の束のう
ちの二番目の束を胃管腔内へ押し込むステップと、
　を更に含んでいる請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記のステップ（ｄ）が、前記外側部材を近位方向へどの程度引っ張り戻したかを判定
するために、前記外側部材の周りに配置されている第一の標識の位置を目視で監視するス
テップを更に含んでいる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ステップ（ｆ）が、前記外側部材を遠位方向へどの程度まで押したかを判定するた
めに、前記外側部材の周りに配置されている第二の標識の位置を目視によって監視するス
テップを更に含んでいる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　（ｇ）縫合ビーズに通して輪にされ且つ前記器具の遠位のボタンまで伸長し、前記袋の
遠位端に配置されている遠位のボタンに固定されている第一の縫合ストランドと、
　前記縫合ビーズに通して輪にされ且つ前記内側部材に沿って近位方向に伸長し、前記内
側部材の近位端において第一の自由端と第二の自由端とで終端している第二の縫合ストラ
ンドと、を準備するステップと、
　（ｈ）空気を前記一番目の束内へ注入するステップと、
　（ｉ）前記第二の縫合ストランドの第一及び第二の自由端を引っ張って、前記一番目の
束が前記胃管腔内に第一の圧潰したドーナツ形状を形成するようにさせるステップと、
　を更に含んでいる請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　（ｌ）縫合ビーズに通して輪にされ且つ前記器具の遠位のボタンまで伸長し、前記袋の
遠位端に配置されている遠位のボタンに固定されている第一の縫合ストランドと、
　前記縫合ビーズに通して輪にされ且つ前記内側部材に沿って近位方向に伸長し、前記内
側部材の近位端において第一の自由端と第二の自由端とで終端している第二の縫合ストラ
ンドと、を準備するステップと、
　（ｍ）空気を前記一番目の束内へ注入するステップと、
　（ｎ）前記第二の縫合ストランドの第一及び第二の自由端を引っ張って、二番目の束が
前記胃管腔内に二番目の圧潰したドーナツ形状を形成し、前記二番目の束が前記第一の束
に隣接するようにさせるステップと、
　を更に含んでいる請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　（ｊ）前記外側部材を引き出すステップと、
　（ｋ）前記第一の縫合ストランドを近位のボタンに通すステップと、
　（ｌ）前記近位のボタンを前記縫合ビーズにスナップ式に嵌合させるステップと、
　を更に含んでいる請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　（ｍ）前記第二の縫合ストランドの前記第一及び第二の自由端を前記近位のボタンから
切り離すステップと、
　（ｎ）前記第二の縫合ストランドを取り出すステップと、
　を更に含んでいる請求項１９に記載の方法。
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